
(57)【要約】

　【課題】視認性を向上できる液晶表示素子を提供する

。

　【解決手段】アレイ基板２の各画素４毎に反射方式領

域42および透過方式領域43を設ける。アレイ基板２の画

素電極21とゲート絶縁膜７との間に、各画素４の反射方

式領域42に設けた第２のカラーフィルタ層34に対応した

分光特性を有する第１のカラーフィルタ層13を設ける。

反射方式領域42は、第２のカラーフィルタ層34を透過し

て反射層22で反射された光にて画像表示が可能である。

透過方式領域43は、第１のカラーフィルタ層13を透過し

たバックライト53からの光にて画像表示が可能である。

第１のカラーフィルタ層13および第２のカラーフィルタ

層34による分光にて液晶表示素子１の画像表示が可能と

なる。

　【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ の 基 板 と 、 前 記 第 １ の 基 板 の 一 主 面 上 に 交 差 し て 設 け ら れ た 複 数 の 信 号 線 お よ び 走
査 線 と 、 前 記 信 号 線 お よ び 前 記 走 査 線 に て 仕 切 ら れ た 領 域 に 設 け ら れ 所 定 の 開 口 面 積 を 有
す る 複 数 の 画 素 と 、 前 記 画 素 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を
含 む 前 記 第 １ の 基 板 の 一 主 面 上 に 設 け ら れ た 第 １ の 絶 縁 層 と 、 前 記 画 素 の 前 記 第 １ の 絶 縁
層 上 に 設 け ら れ 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 画 素 電 極 と 、 を 備 え た ア レ イ
基 板 と 、
　 第 ２ の 基 板 と 、 前 記 第 ２ の 基 板 の 一 主 面 上 に 設 け ら れ た 第 ２ の 絶 縁 層 と 、 を 備 え 、 前 記
ア レ イ 基 板 に 対 向 し て 配 設 さ れ た 対 向 基 板 と 、
　 前 記 ア レ イ 基 板 と 前 記 対 向 基 板 と の 間 に 介 在 さ れ た 液 晶 層 と 、 を 具 備 す る 液 晶 表 示 装 置
で あ っ て 、
　 前 記 ア レ イ 基 板 の 前 記 第 １ の 絶 縁 層 は 、 少 な く と も 赤 、 緑 お よ び 青 の 三 色 以 上 の 色 の い
ず れ か 一 色 の 分 光 特 性 を 有 し 、
　 前 記 対 向 基 板 の 前 記 第 ２ の 絶 縁 層 は 、 前 記 ア レ イ 基 板 の 前 記 画 素 電 極 の 少 な く と も 一 部
に 対 向 し 前 記 第 １ の 絶 縁 層 に 対 応 し た 分 光 特 性 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ア レ イ 基 板 は 、 前 記 第 １ の 絶 縁 層 上 の 少 な く と も 一 部 に 設 け ら れ 前 記 画 素 の 前 記 開
口 面 積 の ５ ０ ％ 以 下 の 面 積 を 有 す る 反 射 層 を 備 え る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 対 向 基 板 の 前 記 第 ２ の 絶 縁 層 は 、 前 記 画 素 の 前 記 開 口 面 積 の ５ ０ ％ 以 下 の 面 積 を 有
す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ア レ イ 基 板 は 、 前 記 第 １ の 絶 縁 層 上 の 少 な く と も 一 部 で あ る と と も に 前 記 対 向 基 板
の 前 記 第 ２ の 絶 縁 層 に 重 な る 位 置 に 設 け ら れ た 反 射 層 を 備 え る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は ３ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 反 射 層 の 表 面 反 射 率 は 、 ４ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 ７ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 の 光 に 対 し て ９ ０ ％
以 上 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ な い し ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 絶 縁 層 は 、 感 光 性 を 有 す る 樹 脂 で 形 成 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ア レ イ 基 板 と 、 前 記 ア レ イ 基 板 に 対 向 し て 配 設 さ れ た 対 向 基 板 と 、 前 記 ア レ イ 基 板 と 前
記 対 向 基 板 と の 間 に 介 在 さ れ た 液 晶 層 と を 具 備 し た 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 第 １ の 基 板 上 に ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 設 け 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 含 む 前 記 第 １ の 基 板
上 に 少 な く と も 赤 、 緑 お よ び 青 の 三 色 以 上 の 色 の い ず れ か 一 色 の 分 光 特 性 を 有 す る 第 １ の
絶 縁 層 を 設 け 、 前 記 第 １ の 絶 縁 層 上 に 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 画 素 電
極 を 設 け て 前 記 ア レ イ 基 板 と す る 工 程 と 、
　 第 ２ の 基 板 上 の 前 記 ア レ イ 基 板 の 前 記 画 素 電 極 の 少 な く と も 一 部 に 対 向 す る 位 置 に 前 記
第 １ の 絶 縁 層 に 対 応 し た 分 光 特 性 を 有 す る 第 ２ の 絶 縁 層 を 設 け て 前 記 対 向 基 板 と す る 工 程
と
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ の 絶 縁 層 を 設 け る 工 程 は 、 感 光 性 を 有 す る 樹 脂 で 形 成 す る 工 程 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ア レ イ 基 板 と 対 向 基 板 と の 間 に 液 晶 層 が 介 在 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 お よ び そ の
製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 液 晶 を 用 い た 液 晶 表 示 装 置 は 、 軽 量 お よ び 薄 型 化 が 可 能 で あ る と と も に
、 低 駆 動 電 圧 お よ び 低 消 費 電 力 で あ り 、 発 光 型 の 表 示 装 置 に は 見 ら れ な い 特 徴 を 有 す る こ
と か ら 、 ラ ッ プ ト ッ プ や 、 ポ ー タ ブ ル タ イ プ の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ や ワ ー ド プ ロ セ ッ
サ な ど の デ ィ ス プ レ イ と し て 広 く 用 い ら れ て い る 。 特 に 近 年 は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型
の 液 晶 表 示 装 置 は 、 カ ラ ー ブ ラ ウ ン 管 に 変 わ る 表 示 装 置 と な り つ つ あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 こ の 種 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 の 液 晶 表 示 装 置 と し て は 、 透 明 絶 縁 性 基 板 上
に ス イ ッ チ ン グ 素 子 と し て 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） が 設 け ら れ て お り 、 こ の 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ を 含 む 透 明 絶 縁 基 板 上 に 層 間 絶 縁 膜 が 積 層 さ れ て い る 。 さ ら に 、 こ の 層 間 絶 縁 膜
上 に 画 素 電 極 が 積 層 さ れ て お り 、 こ の 画 素 電 極 は コ ン タ ク ト ホ ー ル を 介 し て 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ の ド レ イ ン 電 極 に 電 気 的 に 接 続 さ れ て ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 が 構 成 さ れ て い る 。
そ し て 、 こ の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 に 対 向 基 板 が 対 向 し て 配 設 さ れ 、 こ れ ら ア ク テ ィ
ブ マ ト リ ク ス 基 板 と 対 向 基 板 と の 間 に 液 晶 組 成 物 が 封 止 さ れ て 液 晶 層 が 形 成 さ れ た 構 成 が
知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ９ ６ ５ ５ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 非 発 光 型 の 表 示 装 置 で あ る た め 、 屋 外 な ど の 明
る い 環 境 下 で は 表 示 さ せ た 画 像 の 視 認 性 が 低 下 し て し ま う と い う 問 題 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 点 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 視 認 性 を 向 上 で き る 液 晶 表 示 装 置 お よ
び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 第 １ の 基 板 と 、 前 記 第 １ の 基 板 の 一 主 面 上 に 交 差 し て 設 け ら れ た 複 数 の 信 号
線 お よ び 走 査 線 と 、 前 記 信 号 線 お よ び 前 記 走 査 線 に て 仕 切 ら れ た 領 域 に 設 け ら れ 所 定 の 開
口 面 積 を 有 す る 複 数 の 画 素 と 、 前 記 画 素 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、 前 記 ス イ ッ チ
ン グ 素 子 を 含 む 前 記 第 １ の 基 板 の 一 主 面 上 に 設 け ら れ た 第 １ の 絶 縁 層 と 、 前 記 画 素 の 前 記
第 １ の 絶 縁 層 上 に 設 け ら れ 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 画 素 電 極 と 、 を 備
え た ア レ イ 基 板 と 、 第 ２ の 基 板 と 、 前 記 第 ２ の 基 板 の 一 主 面 上 に 設 け ら れ た 第 ２ の 絶 縁 層
と 、 を 備 え 、 前 記 ア レ イ 基 板 に 対 向 し て 配 設 さ れ た 対 向 基 板 と 、 前 記 ア レ イ 基 板 と 前 記 対
向 基 板 と の 間 に 介 在 さ れ た 液 晶 層 と 、 を 具 備 す る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 ア レ イ 基 板
の 前 記 第 １ の 絶 縁 層 は 、 少 な く と も 赤 、 緑 お よ び 青 の 三 色 以 上 の 色 の い ず れ か 一 色 の 分 光
特 性 を 有 し 、 前 記 対 向 基 板 の 前 記 第 ２ の 絶 縁 層 は 、 前 記 ア レ イ 基 板 の 前 記 画 素 電 極 の 少 な
く と も 一 部 に 対 向 し 前 記 第 １ の 絶 縁 層 に 対 応 し た 分 光 特 性 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ し て 、 第 １ の 基 板 の 一 主 面 上 の 複 数 の 画 素 に 設 け ら れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 含 む 第 １
の 基 板 の 一 主 面 上 に 所 定 の 分 光 特 性 を 有 す る 第 １ の 絶 縁 層 を 設 け て か ら 、 各 画 素 の 第 １ の
絶 縁 層 上 に 画 素 電 極 を 設 け て ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 電 気 的 に 接 続 さ せ て ア レ イ 基 板 と す る 。
ま た 、 第 ２ の 基 板 上 の ア レ イ 基 板 の 画 素 電 極 の 少 な く と も 一 部 に 対 向 す る 位 置 に 第 １ の 絶
縁 層 に 対 応 し た 分 光 特 性 を 有 す る 第 ２ の 絶 縁 層 を 設 け て 対 向 基 板 と す る 。 こ の 後 、 こ れ ら
ア レ イ 基 板 と 対 向 基 板 と を 対 向 さ せ て 配 設 し て か ら 、 こ れ ら ア レ イ 基 板 と 対 向 基 板 と の 間
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に 液 晶 層 を 介 在 さ せ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ア レ イ 基 板 の 第 １ の 基 板 と 画 素 電 極 と の 間 に 赤 、 青 お よ び 緑 の 三 色 以
上 の 色 の い ず れ か 一 色 の 分 光 特 性 を 有 す る 第 １ の 絶 縁 層 を 設 け た こ と に よ り 、 ア レ イ 基 板
の 画 素 電 極 の う ち 対 向 基 板 の 第 ２ の 絶 縁 層 が 対 向 し て 設 け ら れ て い な い 部 分 が 、 第 １ の 絶
縁 層 へ の 光 の 透 過 に て 画 像 表 示 が 可 能 な 領 域 と な る と と も に 、 こ の ア レ イ 基 板 の 画 素 電 極
の う ち 対 向 基 板 の 第 ２ の 絶 縁 層 が 対 向 し て 設 け ら れ て い る 部 分 が 、 第 ２ の 絶 縁 層 へ の 光 の
透 過 に て 画 像 表 示 が 可 能 な 領 域 と な る 。 し た が っ て 、 こ れ ら 第 １ の 絶 縁 層 あ る い は 第 ２ の
絶 縁 層 に よ る 分 光 に て 画 像 表 示 が 可 能 と な る の で 、 視 認 性 を 向 上 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 一 実 施 の 形 態 の 構 成 を 図 １ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ に お い て 、 １ は 液 晶 表 示 装 置 と し て の 液 晶 表 示 素 子 で 、 こ の 液 晶 表 示 素 子 １ は 、 マ
ル チ ギ ャ ッ プ 方 式 で あ る と と も に 非 発 光 型 の 表 示 装 置 で あ る 。 さ ら に 、 こ の 液 晶 表 示 素 子
１ は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 で あ る と と も に 半 透 過 型 の 液 晶 パ ネ ル で あ っ て 、 ボ ト ム ゲ
ー ト タ イ プ の 略 矩 形 平 板 状 の ア レ イ 基 板 ２ を 備 え て い る 。 こ の ア レ イ 基 板 ２ は 、 略 透 明 な
矩 形 平 板 状 の 透 光 性 を 有 す る 絶 縁 性 板 と し て の 第 １ の 基 板 で あ る ガ ラ ス 基 板 ３ を 有 し て い
る 。 こ の ガ ラ ス 基 板 ３ の 一 主 面 で あ る 表 面 上 に は 、 図 示 し な い ア ン ダ ー コ ー ト 層 が 積 層 さ
れ て 成 膜 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 こ の ア ン ダ ー コ ー ト 層 上 に は 、 複 数 の 画 素 ４ が マ ト リ ク ス 状 に 設 け ら れ て お り
、 こ れ ら 複 数 の 画 素 ４ の そ れ ぞ れ に は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 と し て の ボ ト ム ゲ ー ト 型 の 薄 膜
ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） ５ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ は 、 ア ク テ ィ ブ
マ ト リ ク ス 素 子 で あ る と と も に Ｔ Ｆ Ｔ 素 子 で あ っ て 、 走 査 線 と し て の ゲ ー ト 線 で あ る 線 状
の ゲ ー ト 電 極 ６ を 備 え て い る 。 こ の ゲ ー ト 電 極 ６ は 、 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） に て 構
成 さ れ て お り 、 ア ン ダ ー コ ー ト 層 上 に 積 層 さ れ て 成 膜 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の ゲ ー ト 電 極
６ は 、 ガ ラ ス 基 板 ３ の 横 方 向 に 沿 っ て 平 行 に 等 間 隔 に 離 間 さ れ て 配 線 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 こ れ ら ゲ ー ト 電 極 ６ を 含 む ア ン ダ ー コ ー ト 層 上 の 全 面 に は 、 絶 縁 性 を 有 す る 絶
縁 層 で あ る ゲ ー ト 絶 縁 膜 ７ が 積 層 さ れ て い る 。 こ の ゲ ー ト 絶 縁 膜 ７ は 、 例 え ば 二 酸 化 珪 素
（ Ｓ ｉ Ｏ ２ ） あ る い は 窒 化 ケ イ 素 （ Ｓ ｉ ３ Ｎ ４ ） に て 構 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 ゲ ー ト 電
極 ６ に 対 向 し た ゲ ー ト 絶 縁 膜 ７ 上 に は 、 活 性 層 と し て の 島 状 の 半 導 体 層 ８ が 積 層 さ れ て い
る 。 こ の 半 導 体 層 ８ は 、 例 え ば ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン （ ａ － Ｓ ｉ ） に て 構 成 さ れ て い る 。
さ ら に 、 こ の 半 導 体 層 ８ は 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ７ を 介 し た ゲ ー ト 電 極 ６ 上 に 設 け ら れ て お り 、
こ の ゲ ー ト 電 極 ６ よ り 若 干 大 き な 幅 寸 法 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 半 導 体 層 ８ 上 に は 、 互 い に 電 気 的 に 絶 縁 さ れ て 信 号 線 と し て の ソ ー ス 電 極 11お よ
び ド レ イ ン 電 極 12の そ れ ぞ れ が 積 層 さ れ て い る 。 こ れ ら ソ ー ス 電 極 11お よ び ド レ イ ン 電 極
12は 、 例 え ば ク ロ ム （ Ｃ ｒ ） に て 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 こ の ソ ー ス 電 極 11は 、 ガ ラ ス
基 板 ３ の 縦 方 向 に 沿 っ て 平 行 に 等 間 隔 に 離 間 さ れ て 配 線 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 こ れ ら
ソ ー ス 電 極 11は 、 各 ゲ ー ト 電 極 ６ に 対 し て 直 交 し て 配 線 さ れ て お り 、 こ れ ら ソ ー ス 電 極 11
お よ び ゲ ー ト 電 極 ６ に て 仕 切 ら れ て 囲 ま れ た 矩 形 状 の 領 域 の そ れ ぞ れ に 画 素 ４ が そ れ ぞ れ
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 こ の ソ ー ス 電 極 11は 、 長 手 方 向 の 他 端 部 で あ る 右 側 部 が 半 導 体 層 ８ 上 に 積 層 さ
れ て お り 、 こ の 半 導 体 層 ８ 上 に 積 層 さ れ て い る 以 外 の 部 分 は ゲ ー ト 絶 縁 膜 ７ 上 に 積 層 さ れ
て い る 。 さ ら に 、 ド レ イ ン 電 極 12は 、 ソ ー ス 電 極 11に 相 対 す る 側 の 長 手 方 向 の 一 端 部 で あ
る 左 側 部 が 、 こ の ソ ー ス 電 極 11の 右 側 部 に 対 し て 電 気 的 に 絶 縁 さ れ た 状 態 で 、 半 導 体 層 ８
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上 に 積 層 さ れ て お り 、 こ の 半 導 体 層 ８ 上 に 積 層 さ れ て い る 以 外 の 部 分 が ソ ー ス 電 極 11と は
反 対 側 の ゲ ー ト 絶 縁 膜 ７ 上 に 積 層 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 こ れ ら 半 導 体 層 ８ 、 ソ ー ス 電 極 11お よ び ド レ イ ン 電 極 12を 含 む ゲ ー ト 絶 縁 膜 ７
上 の 全 面 に は 、 第 １ の 絶 縁 層 で あ る 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13が 設 け ら れ て い る 。 こ の 第
１ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13は 、 図 示 し な い フ ォ ト マ ス ク を 介 し た フ ォ ト エ ッ チ ン グ に よ る パ
タ ー ニ ン グ が 容 易 で あ る こ と か ら 感 光 性 を 有 す る 有 機 樹 脂 で あ る と と も に 染 色 可 能 な 物 質
に て 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 こ の 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13は 、 顔 料 を 分 散 さ せ た 光 吸
収 型 の 着 色 層 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 具 体 的 に 、 こ の 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13は 、 少 な く と も 赤 、 緑 お よ び 青 の 光 の 三 原 色
以 上 の で あ る １ 組 の 色 単 位 、 例 え ば 赤 （ Red:Ｒ ） 色 の 分 光 特 性 を 有 す る と と も に 分 光 透 過
率 を 有 す る 着 色 層 で あ る 第 １ の 赤 色 部 14と 、 緑 （ Green:Ｇ ） 色 の 分 光 透 過 率 を 有 す る 着 色
層 で あ る 第 １ の 緑 色 部 15と 、 青 （ Blue:Ｂ ） 色 の 分 光 透 過 率 を 有 す る 着 色 層 で あ る 第 １ の
青 色 部 16と の ３ つ の ド ッ ト が 、 ア レ イ 基 板 ２ 上 の 各 画 素 ４ に 対 応 し て 、 こ の ア レ イ 基 板 ２
の ガ ラ ス 基 板 ３ の 縦 方 向 お よ び 横 方 向 の そ れ ぞ れ に 向 け て 繰 り 返 し 配 置 さ れ て 構 成 さ れ て
い る 。 す な わ ち 、 こ れ ら 第 １ の 赤 色 部 14、 第 １ の 緑 色 部 15お よ び 第 １ の 青 色 部 16は 、 ア レ
イ 基 板 ２ の 各 画 素 ４ の 大 き さ に 略 等 し い 平 面 視 矩 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 こ れ ら 第
１ の 赤 色 部 14、 第 １ の 緑 色 部 15お よ び 第 １ の 青 色 部 16は 、 互 い に 等 し い 厚 さ 寸 法 に 形 成 さ
れ て い る と と も に 、 着 色 さ れ て い る 色 に よ っ て 透 過 さ せ る 光 の 波 長 が 異 な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 こ れ ら 複 数 の 第 １ の 赤 色 部 14、 第 １ の 緑 色 部 15お よ び 第 １ の 青 色 部 16に て 構 成
さ れ た 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13に は 、 こ の 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13を 貫 通 し て 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ ５ の ド レ イ ン 電 極 12に 導 通 し た 導 通 部 と し て の 開 口 部 で あ る コ ン タ ク ト ホ ー ル
17が 設 け ら れ て い る 。 こ の コ ン タ ク ト ホ ー ル 17は 、 ス ル ー ホ ー ル で あ っ て 、 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ ５ の 半 導 体 層 ８ よ り 外 側 に 離 間 し た 位 置 で 、 こ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ の ド レ イ ン 電 極
12に 貫 通 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 こ の コ ン タ ク ト ホ ー ル 17を 含 む 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13上 に は 、 Ｉ Ｔ Ｏ （ In
dium Tin Oxide） に て 構 成 さ れ た 透 明 な 画 素 電 極 21が 積 層 さ れ て 設 け ら れ て い る 。 こ の 画
素 電 極 21は 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル 17を 介 し て 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ の ド レ イ ン 電 極 12に 電 気 的
に 接 続 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 こ の 画 素 電 極 21は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ に て 駆 動 が 制 御
さ れ る 。 ま た 、 こ の 画 素 電 極 21は 各 画 素 ４ に 対 応 し て 設 け ら れ て い る と と も に 、 こ の 画 素
電 極 21の 下 に 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13が 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 こ の 画 素 電 極 21は
、 各 画 素 ４ 内 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ の 半 導 体 層 ８ 寄 り の ド レ イ ン 電 極 12の 内 側 部 か ら 所 定
距 離 離 間 し た 位 置 か ら 、 こ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ の ド レ イ ン 電 極 12側 に 隣 接 す る 他 の 薄 膜
ト ラ ン ジ ス タ ５ の ソ ー ス 電 極 11の 半 導 体 層 ８ 寄 り の 内 側 部 の 位 置 ま で に 亘 っ て 一 体 的 に 連
続 し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 こ の 画 素 電 極 21上 に は 、 ガ ラ ス 基 板 ３ の 表 面 側 か ら 入 射 す る 光 を 反 射 す る 反 射
層 22が 積 層 さ れ て 設 け ら れ て い る 。 こ の 反 射 層 22は 、 各 画 素 電 極 21の 幅 方 向 の 中 間 部 か ら
、 こ の 画 素 電 極 21を 駆 動 さ せ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ の ド レ イ ン 電 極 12側 に 隣 接 し た 他 の 薄
膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ 側 の 一 端 部 で あ る 左 側 部 上 ま で で あ る 画 素 電 極 21の 左 側 部 ま で に 亘 っ て
一 体 的 に 連 続 し て 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 こ の 反 射 層 22は 、 こ の 反 射 層 22の 上 方 か ら 入
射 す る 光 を 反 射 す る と と も に 、 こ の 反 射 層 22の 下 方 か ら 入 射 す る 光 も 反 射 す る 反 射 特 性 を
有 し て い る 。 さ ら に 、 こ の 反 射 層 22は 、 ４ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 ７ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 の 波 長 の 光 、 す な
わ ち 赤 色 光 か ら 紫 色 光 ま で の 可 視 光 に 対 し て ９ ０ ％ 以 上 の 表 面 反 射 率 を 有 す る モ リ ブ デ ン
（ Ｍ ｏ ） 層 と ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） 層 の ２ 層 構 造 で 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 こ れ ら 反 射 層
22お よ び 画 素 電 極 21を 含 む 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13上 の 全 面 に は 、 ポ リ イ ミ ド の 配 向 処
理 に て 形 成 さ れ た 配 向 膜 23が 積 層 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 方 、 ア レ イ 基 板 ２ に 対 向 し て コ モ ン 基 板 と し て の 矩 形 平 板 状 の 対 向 基 板 31が 配 設 さ れ
て い る 。 こ の 対 向 基 板 31は 、 略 透 明 な 矩 形 平 板 状 の 透 光 性 を 有 す る 絶 縁 基 板 と し て の 第 ２
の 基 板 で あ る ガ ラ ス 基 板 32を 備 え て い る 。 こ の ガ ラ ス 基 板 32の ア レ イ 基 板 ２ に 対 向 し た 側
の 一 主 面 で あ る 表 面 に は 、 こ の ガ ラ ス 基 板 32を ア レ イ 基 板 ２ の ガ ラ ス 基 板 ３ に 対 向 さ せ た
際 に 、 こ の ア レ イ 基 板 ２ の 各 画 素 ４ に 対 応 し た 遮 光 層 33が 設 け ら れ て い る 。 こ の 遮 光 層 33
は 、 対 向 基 板 31の ガ ラ ス 基 板 32を ア レ イ 基 板 ２ の ガ ラ ス 基 板 ３ に 対 向 さ せ た 状 態 で 、 こ の
ガ ラ ス 基 板 ３ 上 の 各 画 素 ４ の 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13の 画 素 電 極 21に て 覆 わ れ て い な い
部 分 を 覆 う よ う に 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 こ の 遮 光 層 33は 、 ア レ イ 基 板 ２ の 各 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ ５ の ソ ー ス 電 極 11の 幅 方 向 の 中 央 部 か ら 、 こ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ の ド レ イ ン
電 極 12の 幅 方 向 の 中 央 部 ま で に 亘 っ て 一 体 的 に 連 続 し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 対 向 基 板 31の ガ ラ ス 基 板 32上 に は 、 こ の ガ ラ ス 基 板 32を ア レ イ 基 板 ２ の ガ ラ ス
基 板 ３ に 対 向 さ せ た 状 態 で 、 こ の ア レ イ 基 板 ２ の 各 画 素 ４ の 反 射 層 22に 対 向 す る 第 ２ の 絶
縁 層 と し て の 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 34が 設 け ら れ て い る 。 こ の 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層
34は 、 対 向 基 板 31を ア レ イ 基 板 ２ に 対 向 さ せ た 状 態 で 、 こ の ア レ イ 基 板 ２ の 各 画 素 ４ の 反
射 層 22の そ れ ぞ れ に 対 向 し て 上 下 方 向 に 重 な る 位 置 に 設 け ら れ て い る 。 言 い 換 え る と 、 こ
の 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 34は 、 液 晶 表 示 素 子 １ を ガ ラ ス 基 板 ３ の 法 線 方 向 で あ る 鉛 直 方
向 か ら 観 察 し た 際 に 、 各 画 素 ４ の 反 射 層 22に 重 な る 位 置 に 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 具 体 的 に 、 こ の 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 34は 、 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13と 同 様 に 、 少
な く と も 赤 、 緑 お よ び 青 の 光 の 三 原 色 以 上 の １ 組 の 色 単 位 、 例 え ば 赤 （ Red:Ｒ ） 色 の 分 光
特 性 を 有 す る と と も に 分 光 透 過 率 を 有 す る 着 色 層 で あ る 第 ２ の 赤 色 部 35と 、 緑 （ Green:Ｇ
） 色 の 分 光 特 性 を 有 す る 着 色 層 で あ る 図 示 し な い 第 ２ の 緑 色 部 と 、 青 （ Blue:Ｂ ） 色 の 分
光 特 性 を 有 す る 着 色 層 で あ る 第 ２ の 青 色 部 37と の ３ つ の ド ッ ト が 、 ア レ イ 基 板 ２ 上 の 各 画
素 ４ の 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13の 第 １ の 赤 色 部 14、 第 １ の 緑 色 部 15お よ び 第 １ の 青 色 部
16の そ れ ぞ れ に 対 応 し て 、 こ の 対 向 基 板 31の ガ ラ ス 基 板 32の 縦 方 向 お よ び 横 方 向 の そ れ ぞ
れ に 向 け て 繰 り 返 し 配 置 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 す な わ ち 、 こ れ ら 第 ２ の 赤 色 部 35、 第 ２ の 緑 色 部 お よ び 第 ２ の 青 色 部 37の そ れ ぞ れ は 、
対 向 基 板 31の ガ ラ ス 基 板 32を ア レ イ 基 板 ２ の ガ ラ ス 基 板 ３ に 対 向 さ せ た 状 態 で 、 こ の ア レ
イ 基 板 ２ の 画 素 電 極 21の 少 な く と も 一 部 に 対 向 す る と と も に 、 こ の ア レ イ 基 板 ２ 上 の 各 画
素 ４ 内 の 第 １ の 赤 色 部 14、 第 １ の 緑 色 部 15お よ び 第 １ の 青 色 部 16の そ れ ぞ れ に 対 向 す る よ
う に 設 け ら れ て い る 。 具 体 的 に 、 第 ２ の 赤 色 部 35は 、 第 １ の 赤 色 部 14の 幅 方 向 の 中 央 部 で
あ る 反 射 層 22の 幅 方 向 の 左 側 部 か ら 、 こ の 第 １ の 赤 色 部 14の 幅 方 向 の 他 端 部 と し て の 右 側
部 で あ る 反 射 層 22の 幅 方 向 の 右 側 部 ま で に 亘 っ て 対 向 し て 覆 っ て い る 。 ま た 、 第 ２ の 緑 色
部 は 、 第 １ の 緑 色 部 15の 幅 方 向 の 中 央 部 で あ る 反 射 層 22の 左 側 部 か ら 、 こ の 第 １ の 緑 色 部
15の 幅 方 向 の 右 側 部 で あ る 反 射 層 22の 幅 方 向 の 右 側 部 ま で に 亘 っ て 対 向 し て 覆 っ て い る 。
さ ら に 、 第 ２ の 青 色 部 37は 、 第 １ の 青 色 部 16の 幅 方 向 の 中 央 部 で あ る 反 射 層 22の 幅 方 向 の
左 側 部 か ら 、 こ の 第 １ の 青 色 部 16の 幅 方 向 の 右 側 部 で あ る 反 射 層 22の 幅 方 向 の 右 側 部 ま で
に 亘 っ て 対 向 し て 覆 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 こ れ ら 第 ２ の 赤 色 部 35、 第 ２ の 緑 色 部 お よ び 第 ２ の 青 色 部 37の そ れ ぞ れ は 、 対 向
基 板 31の ガ ラ ス 基 板 32上 の 遮 光 層 33の 中 央 部 か ら 、 こ の 遮 光 層 33に 対 向 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ ５ の ソ ー ス 電 極 11側 で あ る 一 端 部 と し て の 左 側 部 ま で を 覆 っ て い る 。 す な わ ち 、 こ れ
ら 第 ２ の 赤 色 部 35、 第 ２ の 緑 色 部 お よ び 第 ２ の 青 色 部 37の そ れ ぞ れ は 、 こ れ ら 第 ２ の 赤 色
部 35、 第 ２ の 緑 色 部 お よ び 第 ２ の 青 色 部 37の そ れ ぞ れ の 幅 方 向 の 他 側 で あ る 右 側 が 遮 光 層
33の 約 ２ 分 の １ の 領 域 上 に 積 層 さ れ て い る 。 ま た 、 こ れ ら 第 ２ の 赤 色 部 35、 第 ２ の 緑 色 部
お よ び 第 ２ の 青 色 部 37の そ れ ぞ れ は 、 互 い に 等 し い 厚 さ 寸 法 に 形 成 さ れ て い る と と も に 、
着 色 さ れ て い る 色 に よ っ て 透 過 さ せ る 光 の 波 長 が 異 な る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 こ れ ら 第 ２ の 赤 色 部 35、 第 ２ の 緑 色 部 、 第 ２ の 青 色 部 37お よ び 遮 光 層 33を 含 む
ガ ラ ス 基 板 32上 の 全 面 に は 、 Ｉ Ｔ Ｏ に て 構 成 さ れ た コ モ ン 電 極 と し て の 共 通 電 極 で あ る 対
向 電 極 38が 積 層 さ れ て い る 。 こ の 対 向 電 極 38上 に は 、 ポ リ イ ミ ド の 配 向 処 理 に て 形 成 さ れ
た 配 向 膜 39が 積 層 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 こ の 対 向 基 板 31の 配 向 膜 39と ア レ イ 基 板 ２ の 配 向 膜 29と が 基 板 間 隙 材 と し て の
図 示 し な い ス ペ ー サ を 介 し て 所 定 の 間 隙 で あ る 液 晶 封 止 領 域 Ａ が 形 成 さ れ る よ う に 対 向 し
て 配 設 さ れ て 貼 り 合 わ さ れ て い る 。 こ の と き 、 こ れ ら 対 向 基 板 31の 配 向 膜 39と ア レ イ 基 板
２ の 配 向 膜 23と の 間 の 液 晶 封 止 領 域 Ａ の 幅 寸 法 が 、 セ ル ギ ャ ッ プ Ｇ １ ,Ｇ ２ と な る 。 さ ら
に 、 こ の 液 晶 封 止 領 域 Ａ に は 、 図 示 し な い 液 晶 組 成 物 が 注 入 さ れ て 封 止 さ れ て 光 変 調 層 と
し て の 液 晶 層 41が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 ア レ イ 基 板 の 各 画 素 ４ の 反 射 層 22に て 覆 わ れ 遮 光 層 33に て 覆 わ れ て い な い 領 域
が 、 光 の 反 射 に て 視 認 可 能 で あ る 反 射 方 式 の 表 示 が 可 能 な 反 射 領 域 と し て の 反 射 方 式 領 域
42と な る 。 よ っ て 、 こ の 反 射 方 式 領 域 42は 、 各 画 素 ４ の 反 射 層 22の 一 端 縁 で あ る 左 側 縁 か
ら 、 こ の 反 射 層 22上 の 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 34が 積 層 さ れ て い る 遮 光 層 33の 一 他 縁 で あ
る 左 側 縁 ま で に 亘 っ た 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 各 画 素 ４ の 反 射 層 22お よ び 遮 光 層 33の そ れ ぞ れ に て 覆 わ れ て い な い 領 域 が 、 光
の 透 過 に て 視 認 可 能 で あ る 透 過 方 式 の 表 示 が 可 能 な 透 過 領 域 と し て の 透 過 方 式 領 域 43と な
る 。 よ っ て 、 こ の 透 過 方 式 領 域 43は 、 各 画 素 ４ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ 上 の 遮 光 層 33の 他 端
縁 で あ る 右 側 縁 か ら 、 こ の 画 素 ４ 内 の 反 射 層 22の 左 側 縁 ま で に 亘 っ た 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 し た が っ て 、 こ れ ら 反 射 方 式 領 域 42お よ び 透 過 方 式 領 域 43の そ れ ぞ れ は 、 ア レ イ 基 板 ２
の 各 画 素 ４ 内 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら 各 画 素 ４ 内 の 反 射 方 式 領 域 42お
よ び 透 過 方 式 領 域 43に よ っ て 、 各 画 素 ４ 内 に 所 定 の 色 を 再 現 可 能 に さ せ る 色 再 現 領 域 44が
構 成 さ れ る 。 よ っ て 、 こ れ ら 各 画 素 ４ は 、 反 射 方 式 領 域 42と 透 過 方 式 領 域 43と を 加 え た 各
画 素 の 開 口 部 と な る 色 再 現 領 域 44の 平 面 視 で の 面 積 に 等 し い 所 定 の 開 口 面 積 を 有 し て い る
。 こ の と き 、 こ れ ら 各 画 素 ４ 内 の 反 射 方 式 領 域 42は 、 こ れ ら 反 射 方 式 領 域 42内 の 反 射 層 22
の 面 積 が 、 各 画 素 ４ の 画 素 電 極 21の 開 口 面 積 を 占 め る 面 積 の ５ ０ ％ 以 下 と な る よ う に 構 成
さ れ て い る 。 同 様 に 、 こ れ ら 各 画 素 ４ 内 の 反 射 方 式 領 域 42は 、 こ れ ら 反 射 方 式 領 域 42内 の
第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 34の 平 面 視 の 面 積 が 、 各 画 素 ４ の 開 口 面 積 の ５ ０ ％ 以 下 と な る よ
う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 こ の 反 射 方 式 領 域 42は 、 ア レ イ 基 板 ２ の 反 射 層 22上 の 配 向 膜 23か ら 対 向 基 板 31
の 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 34上 の 配 向 膜 39ま で の 距 離 の セ ル ギ ャ ッ プ Ｇ １ と な る 。 ま た 、
透 過 方 式 領 域 43は 、 ア レ イ 基 板 ２ の 画 素 電 極 21の 反 射 層 22に て 覆 わ れ て い な い 部 分 上 の 配
向 膜 23か ら 、 対 向 基 板 31の 対 向 電 極 38の 遮 光 層 33お よ び 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 34に て 覆
わ れ て い な い 部 分 上 の 配 向 膜 39ま で の 間 の 距 離 の セ ル ギ ャ ッ プ Ｇ ２ と な る 。 し た が っ て 、
こ の セ ル ギ ャ ッ プ Ｇ ２ は 、 反 射 層 22お よ び 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 34そ れ ぞ れ の 厚 さ 寸 法
ほ ど セ ル ギ ャ ッ プ Ｇ １ よ り 大 き い 。 具 体 的 に 、 こ の こ の セ ル ギ ャ ッ プ Ｇ ２ は 、 セ ル ギ ャ ッ
プ Ｇ １ の 約 ２ 倍 程 度 の 大 き さ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ し て 、 ア レ イ 基 板 ２ お よ び 対 向 基 板 31そ れ ぞ れ の ガ ラ ス 基 板 ３ ,32の 他 主 面 で あ る 裏
面 に は 、 矩 形 平 板 状 の 偏 光 板 51,52が 積 層 さ れ て 貼 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 ア レ イ 基 板
２ の ガ ラ ス 基 板 ３ の 裏 面 に 取 り 付 け ら れ た 偏 光 板 51の 裏 面 に は 、 背 面 光 源 と し て の 面 状 光
源 で あ る 矩 形 平 板 状 の バ ッ ク ラ イ ト 53が 対 向 し て 配 設 さ れ て い る 。 こ の バ ッ ク ラ イ ト 53は
、 面 状 の 光 を ア レ イ 基 板 ２ の 裏 面 側 へ と 入 射 さ せ て 、 こ の ア レ イ 基 板 ２ 上 の 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ ５ に よ る 画 素 電 極 21の 制 御 に よ っ て 、 こ の ア レ イ 基 板 ２ の 各 画 素 ４ の 透 過 方 式 領 域 43
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に 表 示 さ れ る 各 色 を 視 認 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 結 果 、 液 晶 表 示 素 子 １ は 、 各 画 素 ４ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ を ス イ ッ チ ン グ し て 画 素
電 極 21に 映 像 用 信 号 を 印 加 し て 液 晶 層 41中 の 液 晶 組 成 物 の 配 向 を 制 御 す る こ と に よ っ て 、
各 透 過 表 示 領 域 内 の 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13を 透 過 す る 光 と 、 各 反 射 方 式 領 域 内 の 第 ２
の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 34を 透 過 し て 反 射 層 に て 反 射 さ れ る 光 を 変 調 す る こ と で 所 定 の 画 像 を
視 認 可 能 に さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 上 記 一 実 施 の 形 態 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま ず 、 ガ ラ ス 基 板 ３ 上 に ア ン ダ ー コ ー ト 層 を 形 成 し て か ら 、 こ の ア ン ダ ー コ ー ト 層 上 に
ア ル ミ ニ ウ ム を 膜 厚 約 ０ ． ３ μ ｍ ほ ど ス パ ッ タ リ ン グ に て 成 膜 し て か ら フ ォ ト リ ソ グ ラ フ
ィ に て 所 定 の 形 状 に パ タ ー ニ ン グ し て ゲ ー ト 電 極 ６ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 い で 、 こ の ゲ ー ト 電 極 ６ を 含 む ア ン ダ ー コ ー ト 層 上 に 、 二 酸 化 ケ イ 素 あ る い は 窒 化 ケ
イ 素 で 膜 厚 約 ０ ． １ ５ μ ｍ の ゲ ー ト 絶 縁 膜 ７ を 形 成 し て か ら 、 こ の ゲ ー ト 絶 縁 膜 ７ 上 の ゲ
ー ト 電 極 ６ に 対 向 し た 位 置 に 、 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン に て 半 導 体 層 ８ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 さ ら に 、 こ の 半 導 体 層 ８ 上 の 両 側 に 、 ク ロ ム を 膜 厚 約 ０ ． ３ μ ｍ ほ ど 成 膜 し て ソ ー ス 電
極 11お よ び ド レ イ ン 電 極 12を 形 成 し て 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ と す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 後 、 こ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ を 含 む ゲ ー ト 絶 縁 膜 ７ 上 に 、 ア ル カ リ 現 像 可 能 な 光 硬
化 型 ア ク リ ル 系 レ ジ ス ト 液 に 有 機 性 の 赤 色 顔 料 を ２ ０ 質 量 ％ ほ ど 分 散 さ せ た も の を 、 図 示
し な い ス ピ ン ナ に て 塗 布 し て か ら 、 ９ ０ ℃ で ５ 分 間 初 期 焼 成 し て プ リ ベ ー ク し た 後 に 、 例
え ば １ ５ ０ ｍ Ｊ ／ ｃ ｍ ２ の 紫 外 線 を 用 い て 図 示 し な い フ ォ ト マ ス ク を 介 し て 露 光 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 い で 、 こ の 露 光 後 の ガ ラ ス 基 板 ３ を 、 ０ ． １ 質 量 ％ の テ ト ラ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム ハ イ
ド ラ イ ド （ Tetra Methyl Ammonium Hydroxide:Ｔ Ｍ Ａ Ｈ ） 水 溶 液 で ６ ０ 秒 間 現 像 し て か ら
水 洗 し た 後 に 、 ２ ０ ０ ℃ の 温 度 で １ 時 間 本 焼 成 し て ポ ス ト ベ ー ク す る こ と に よ っ て 、 各 画
素 ４ の 開 口 部 上 の 厚 さ が 約 ４ μ ｍ 程 度 の 第 １ の 赤 色 部 14を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 後 、 こ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ を 含 む ゲ ー ト 絶 縁 膜 ７ 上 に 、 二 色 目 の 緑 色 お よ び 三 色
面 の 青 色 の 順 に 、 第 １ の 赤 色 部 14と 同 様 の 方 法 で 第 １ の 緑 色 部 15お よ び 第 １ の 青 色 部 16の
そ れ ぞ れ を 形 成 し て 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13と す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 後 、 こ の 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13の 各 第 １ の 赤 色 部 14、 第 １ の 緑 色 部 15お よ び 第
１ の 青 色 部 16の そ れ ぞ れ に コ ン タ ク ト ホ ー ル 17を 形 成 し て 、 各 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ そ れ ぞ
れ の ド レ イ ン 電 極 12を 露 出 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ し て 、 こ の コ ン タ ク ト ホ ー ル 17を 含 み 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ の 半 導 体 層 ８ 上 を 除 く 各 第
１ の 赤 色 部 14、 第 １ の 緑 色 部 15お よ び 第 １ の 青 色 部 16そ れ ぞ れ 上 に 、 Ｉ Ｔ Ｏ を 膜 厚 約 ０ ．
１ μ ｍ ほ ど 成 膜 し て 画 素 電 極 21を 形 成 し て 、 こ の 画 素 電 極 21を 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ の ド レ
イ ン 電 極 12に 電 気 的 に 接 続 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 後 、 こ の 画 素 電 極 21上 の 一 部 に 、 モ リ ブ デ ン 層 お よ び ア ル ミ ニ ウ ム 層 の ２ 層 を 成 膜
し て か ら パ タ ー ニ ン グ し て 、 こ の 画 素 電 極 21の 面 積 に 対 し て 約 ４ ０ ％ の 面 積 を 有 す る 反 射
層 22を 設 け る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 い で 、 こ の 反 射 層 22お よ び 画 素 電 極 21を 含 む 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13上 の 全 面 に 、
配 向 膜 23を 設 け て ア レ イ 基 板 ２ と す る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
　 一 方 、 ガ ラ ス 基 板 32上 に ク ロ ム を 成 膜 し て か ら フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ に て 各 画 素 ４ の 開 口
部 以 外 の 部 分 を 覆 う よ う に パ タ ー ニ ン グ し て 遮 光 層 33を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 後 、 こ の 遮 光 層 33を 含 む ガ ラ ス 基 板 32上 に 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ に て 第 ２ の 赤 色 部
35、 第 ２ の 緑 色 部 お よ び 第 ２ の 青 色 部 37を 形 成 し て 、 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 34と す る 。
こ の と き 、 こ の ガ ラ ス 基 板 32を ア レ イ 基 板 ２ の ガ ラ ス 基 板 ３ に 対 向 さ せ た 際 に 、 こ の ア レ
イ 基 板 ２ の 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13の 各 第 １ の 赤 色 部 14、 第 １ の 緑 色 部 15お よ び 第 １ の
青 色 部 16に 対 向 す る 位 置 に 、 第 ２ の 赤 色 部 35、 第 ２ の 緑 色 部 お よ び 第 ２ の 青 色 部 37の そ れ
ぞ れ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 さ ら に 、 こ れ ら 第 ２ の 赤 色 部 35、 第 ２ の 緑 色 部 お よ び 第 ２ の 青 色 部 37に て 構 成 さ れ た 第
２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 34お よ び 遮 光 層 33を 含 む ガ ラ ス 基 板 32上 の 全 領 域 を 覆 う よ う に 、 Ｉ
Ｔ Ｏ を 成 膜 し て 対 向 電 極 38を 形 成 し た 後 に 、 こ の 対 向 電 極 38上 に 配 向 膜 39を 設 け て 対 向 基
板 31と す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 後 、 対 向 基 板 31の 配 向 膜 39と ア レ イ 基 板 ２ の 配 向 膜 23と の 間 に ス ペ ー サ を 介 し て 液
晶 封 止 領 域 Ａ が 形 成 さ れ る よ う に 、 こ れ ら 対 向 基 板 31の 配 向 膜 39と ア レ イ 基 板 ２ の 配 向 膜
23と を 対 向 さ せ て 貼 り 合 わ せ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 い で 、 こ れ ら 対 向 基 板 31の 配 向 膜 39と ア レ イ 基 板 ２ の 配 向 膜 23と の 間 の 液 晶 封 止 領 域
Ａ に 、 液 晶 組 成 物 を 注 入 し て 封 止 し て 液 晶 層 41を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 さ ら に 、 こ れ ら ア レ イ 基 板 ２ お よ び 対 向 基 板 31そ れ ぞ れ の ガ ラ ス 基 板 ３ ,32の 裏 面 に 偏
光 板 51,52を 貼 り 付 け て か ら 、 ア レ イ 基 板 ２ 側 の 偏 光 板 51の 裏 面 に バ ッ ク ラ イ ト 53を 対 向
さ せ て 取 り 付 け て 液 晶 表 示 素 子 １ と す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の と き 、 こ の 液 晶 表 示 素 子 １ の 各 画 素 ４ の 反 射 層 22に て 覆 わ れ 遮 光 層 33に て 覆 わ れ て
い な い 領 域 が 反 射 方 式 領 域 42と な る と と も に 、 こ れ ら 各 画 素 ４ の 反 射 層 22お よ び 遮 光 層 33
の そ れ ぞ れ に て 覆 わ れ て い な い 領 域 が 透 過 方 式 領 域 43と な る 。 さ ら に 、 こ れ ら 反 射 方 式 領
域 42と 透 過 方 式 領 域 43と を 加 え た 領 域 が 色 再 現 領 域 44と な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 上 述 し た よ う に 、 上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 各 画 素 ４ に 反 射 方 式 領 域 42お よ び 透
過 方 式 領 域 43の そ れ ぞ れ を 設 け た 液 晶 表 示 素 子 １ の ア レ イ 基 板 ２ の 画 素 電 極 21と ゲ ー ト 絶
縁 膜 ７ と の 間 に 、 こ の 液 晶 表 示 素 子 １ の 各 画 素 ４ の 反 射 方 式 領 域 42に 設 け ら れ て い る 第 ２
の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 34に 対 応 し た 分 光 特 性 を 有 す る 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13を 設 け た 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の 結 果 、 こ の 液 晶 表 示 素 子 １ の 反 射 方 式 領 域 42は 、 対 向 基 板 31側 の 第 ２ の カ ラ ー フ ィ
ル タ 層 34を 透 過 し て 反 射 層 22に て 反 射 さ れ た 光 に よ っ て 画 像 表 示 が 可 能 な 領 域 と な る 。 さ
ら に 、 こ の 反 射 方 式 領 域 42の セ ル ギ ャ ッ プ Ｇ １ は 、 ア レ イ 基 板 ２ の 反 射 層 22上 の 配 向 膜 23
か ら 対 向 基 板 31の 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 34上 の 配 向 膜 39ま で の 距 離 と な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 こ の 液 晶 表 示 素 子 １ の 透 過 方 式 領 域 43は 、 ア レ イ 基 板 ２ 側 に 設 け ら れ て い る 第 １
の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13を 透 過 し た バ ッ ク ラ イ ト 53か ら の 光 に よ っ て 画 像 表 示 が 可 能 な 領 域
と な る 。 さ ら に 、 こ の 透 過 方 式 領 域 43の セ ル ギ ャ ッ プ Ｇ ２ は 、 ア レ イ 基 板 ２ の 画 素 電 極 21
の 反 射 層 22に て 覆 わ れ て い な い 部 分 上 の 配 向 膜 23か ら 、 対 向 基 板 31の 対 向 電 極 38の 遮 光 層
33お よ び 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 34に て 覆 わ れ て い な い 部 分 上 の 配 向 膜 39ま で の 間 の 距 離
と な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 し た が っ て 、 こ れ ら 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13お よ び 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 34の そ れ
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ぞ れ に よ る 分 光 に よ っ て 液 晶 表 示 素 子 １ の 画 像 表 示 が 可 能 と な る の で 、 こ の 液 晶 表 示 素 子
１ の 視 認 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 さ ら に 、 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13の 膜 厚 を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 こ の 第 １ の カ ラ ー
フ ィ ル タ 層 13で の 分 光 透 過 率 や 、 反 射 方 式 領 域 42の セ ル ギ ャ ッ プ Ｇ １ お よ び 透 過 方 式 領 域
43の セ ル ギ ャ ッ プ Ｇ ２ の そ れ ぞ れ を 最 適 な 幅 に 調 整 で き る か ら 、 こ れ ら 反 射 方 式 領 域 42お
よ び 透 過 方 式 領 域 43そ れ ぞ れ で の セ ル ギ ャ ッ プ Ｇ １ ,Ｇ ２ に よ る 光 路 差 を 変 化 で き る 。 し
た が っ て 、 こ れ ら 反 射 方 式 領 域 42お よ び 透 過 方 式 領 域 43そ れ ぞ れ を マ ル チ ギ ャ ッ プ 化 す る
た め の 新 た な 層 が 不 要 に な る と と も に 、 画 素 電 極 21と 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ と の 絶 縁 性 の 確
保 の た め の 新 た な 層 も 不 要 に な る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 同 時 に 、 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13の 膜 厚 の 調 整 に よ っ て 反 射 方 式 領 域 42と 透 過 方 式 領
域 43と を 加 え た 色 再 現 領 域 44を よ り 広 く で き る 。 こ の た め 、 屋 外 お よ び 屋 内 な ど あ ら ゆ る
状 況 下 に お い て も 、 従 来 に 比 べ 大 幅 に 視 認 性 が 向 上 し た 液 晶 表 示 素 子 １ に で き る 。 よ っ て
、 視 認 性 に 優 れ た 液 晶 表 示 素 子 １ の 信 頼 性 お よ び 歩 留 ま り を 向 上 で き る の で 、 こ の 視 認 性
に 優 れ た 液 晶 表 示 素 子 １ を 安 価 に 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 こ の 液 晶 表 示 素 子 １ の 各 画 素 ４ の 開 口 面 積 の ４ ０ ％ に 反 射 層 22を 設 け た が 、 こ の
反 射 層 22の 面 積 が 各 画 素 ４ の 開 口 面 積 の ５ ％ 以 下 の 場 合 に は 、 直 射 日 光 が 当 た る よ う な 屋
外 で の 視 認 性 が 良 く な い 。 ま た 、 こ の 反 射 層 22の 面 積 が 各 画 素 ４ の 開 口 面 積 の ５ ０ ％ よ り
大 き い 場 合 に は 、 こ れ ら 各 画 素 ４ の 開 口 面 積 お よ び 透 過 方 式 領 域 43の 面 積 が 狭 く な っ て 開
口 率 が 小 さ く な る の で 、 暗 い と こ ろ で 視 認 し 難 く な る と と も に 、 バ ッ ク ラ イ ト 53か ら の 光
を 透 過 さ せ て 夜 間 な ど の 暗 い 環 境 下 で も 視 認 で き る 透 過 型 の 液 晶 表 示 素 子 １ と し て 使 用 す
る 場 合 に 、 こ の バ ッ ク ラ イ ト 53の 消 費 電 力 が 増 大 し て し ま う 。 し た が っ て 、 こ の 反 射 層 22
の 面 積 は 、 各 画 素 ４ の 開 口 面 積 に 対 し て ５ ％ 以 上 ５ ０ ％ 以 下 の 範 囲 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 さ ら に 、 ア レ イ 基 板 ２ の 反 射 層 22を 、 対 向 基 板 31の 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13に 重 な る
位 置 に 設 け た こ と に よ り 、 こ の ア レ イ 基 板 ２ の 各 画 素 ４ 内 の 反 射 方 式 領 域 42の 面 積 を 狭 く
で き る 。 し た が っ て 、 こ れ ら 反 射 方 式 領 域 42が 設 け ら れ て い る 各 画 素 ４ の 開 口 率 を 確 保 で
き る 。 ま た 、 こ の 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13を 、 染 色 可 能 な 物 質 に て 構 成 し た こ と に よ り
、 こ の 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13を 、 顔 料 で 染 色 な ど し て 製 造 で き る 。 よ っ て 、 こ の 第 １
の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13の 製 造 性 を 向 上 で き る と と も に 、 よ り 確 実 に 効 率 良 く 分 光 で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 な お 、 上 記 一 実 施 の 形 態 で は 、 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン に て 構 成 さ れ た 半 導 体 層 ８ と し た
が 、 こ の 半 導 体 層 ８ が 所 定 の 特 性 を 有 す れ ば 、 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン を レ ー ザ ア ニ ー ル し
た ポ リ シ リ コ ン や 、 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン の 表 面 に ラ ン プ 光 を 照 射 し て 加 熱 溶 解 さ せ る 高
速 熱 ア ニ ー ル （ Rapid Thermal Annealing:Ｒ Ｔ Ａ ） 法 お よ び 固 層 成 長 法 な ど で 改 質 さ せ た
ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン 、 化 学 気 相 生 長 （ Chemical Vapor Deposition:Ｃ Ｖ Ｄ ） 法 や 物 理 気
相 成 長 （ Physical Vapor Deposition:Ｐ Ｖ Ｄ ） 法 な ど で 直 接 形 成 さ れ た ポ リ シ リ コ ン で 半
導 体 層 ８ を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 各 画 素 ４ 内 の 画 素 電 極 21を 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ に て 制 御 す る 構 成 と し た が 、 例 え
ば 薄 膜 ダ イ オ ー ド （ Thin Film Diode:Ｔ Ｆ Ｄ ） な ど の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ 以 外 の ス イ ッ チ
ン グ 素 子 で も よ い 。 ま た 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 の 液 晶 表 示 素 子 １ 以 外 の 、 単 純 マ ト リ
ク ス 型 の 液 晶 表 示 素 子 １ で も よ い 。 さ ら に 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ５ の 半 導 体 層 ８ と し て ア モ
ル フ ァ ス シ リ コ ン を 用 い た が 、 こ の 半 導 体 層 ８ と し て ポ リ シ リ コ ン を 用 い た 場 合 に は 、 ア
レ イ 基 板 ２ 上 に 駆 動 回 路 を 実 装 さ せ て 内 蔵 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 そ し て 、 ア レ イ 基 板 ２ 上 の 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13を 、 感 光 性 を 有 す る 有 機 樹 脂 に て
構 成 し た が 、 こ の 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13を 、 非 感 光 性 を 有 す る 絶 縁 層 で 構 成 し て も よ
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い 。 ま た 、 こ の 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13を 、 顔 料 を 分 散 さ せ た 着 色 層 と し た が 、 染 料 を
用 い た 着 色 層 な ど 、 所 望 す る 分 光 特 性 が 得 ら れ れ ば よ い 。 さ ら に 、 こ の 第 １ の カ ラ ー フ ィ
ル タ 層 13を 、 顔 料 を 分 散 さ せ た 光 吸 収 型 の 着 色 層 と し た が 、 所 望 の 分 光 特 性 が 得 ら れ れ ば
、 所 定 の 波 長 の 光 を 干 渉 す る 光 干 渉 型 や 、 光 を 選 択 的 に 反 射 さ せ る 選 択 反 射 型 な ど の 、 非
光 吸 収 型 の 着 色 層 な ど で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 液 晶 表 示 素 子 １ の 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 13と 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 34と を 対
応 さ せ て 顔 料 分 散 量 が 等 し い 感 光 性 樹 脂 に て 形 成 し た が 、 こ の 液 晶 表 示 素 子 １ の 反 射 方 式
領 域 42お よ び 透 過 方 式 領 域 43の セ ル ギ ャ ッ プ Ｇ １ ,Ｇ ２ に よ っ て は 、 こ れ ら 反 射 方 式 領 域 4
2お よ び 透 過 方 式 領 域 43に て 表 示 さ れ る 色 が 同 じ に な る よ う に 、 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 1
3と 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 34と の 顔 料 分 散 量 を 変 化 さ せ る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 説 明 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 １ 　 　 液 晶 表 示 装 置 と し て の 液 晶 表 示 素 子
　 ２ 　 　 ア レ イ 基 板
　 ３ 　 　 第 １ の 基 板 と し て の ガ ラ ス 基 板
　 ４ 　 　 画 素
　 ５ 　 　 ス イ ッ チ ン グ 素 子 と し て の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
　 ６ 　 　 走 査 線 と し て の ゲ ー ト 電 極
　 11　 　 信 号 線 と し て の ソ ー ス 電 極
　 13　 　 第 １ の 絶 縁 層 と し て の 第 １ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層
　 21　 　 画 素 電 極
　 22　 　 反 射 層
　 31　 　 対 向 基 板
　 32　 　 第 ２ の 基 板 と し て の ガ ラ ス 基 板
　 34　 　 第 ２ の 絶 縁 層 と し て の 第 ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ 層
　 41　 　 液 晶 層

10

20

30

(11) JP 2006-301089 A 2006.11.2



【 図 １ 】

(12) JP 2006-301089 A 2006.11.2



フロントページの続き

Ｆターム(参考) 2H091 FA02Y FA15Y FD04  LA15  LA16  LA20 

(13) JP 2006-301089 A 2006.11.2



专利名称(译) 液晶显示装置及其制造方法

公开(公告)号 JP2006301089A 公开(公告)日 2006-11-02

申请号 JP2005119717 申请日 2005-04-18

[标]申请(专利权)人(译) 东芝松下显示技术股份有限公司

申请(专利权)人(译) 东芝松下显示技术有限公司

[标]发明人 緑川輝行

发明人 緑川 輝行

IPC分类号 G02F1/1335 G02B5/20 G02F1/1333

CPC分类号 G02F1/133514 G02F1/133371 G02F1/133555 G02F2001/136222 G02F2203/09

FI分类号 G02F1/1335.505 G02B5/20.101 G02F1/1333.505

F-TERM分类号 2H048/BB02 2H048/BB07 2H048/BB08 2H048/BB42 2H090/HA05 2H090/HD06 2H090/LA15 2H091
/FA02Y 2H091/FA15Y 2H091/FD04 2H091/LA15 2H091/LA16 2H091/LA20 2H148/BD04 2H148/BD05 
2H148/BD23 2H148/BF03 2H148/BG05 2H148/BH03 2H190/HA05 2H190/HD06 2H190/LA15 2H191
/FA02Y 2H191/FA15Y 2H191/FA22X 2H191/FA22Z 2H191/FA34Y 2H191/FA81Z 2H191/FB04 2H191
/FB14 2H191/FC13 2H191/FC32 2H191/FC33 2H191/FC36 2H191/FD20 2H191/FD22 2H191/FD25 
2H191/FD35 2H191/GA05 2H191/GA08 2H191/GA10 2H191/GA11 2H191/GA19 2H191/LA13 2H191
/LA21 2H191/NA14 2H191/NA16 2H191/NA17 2H191/NA30 2H191/NA35 2H291/FA02Y 2H291/FA15Y 
2H291/FA22X 2H291/FA22Z 2H291/FA34Y 2H291/FA81Z 2H291/FB04 2H291/FB14 2H291/FC13 
2H291/FC32 2H291/FC33 2H291/FC36 2H291/FD20 2H291/FD22 2H291/FD25 2H291/FD35 2H291
/GA05 2H291/GA08 2H291/GA10 2H291/GA11 2H291/GA19 2H291/LA13 2H291/LA21 2H291/NA14 
2H291/NA16 2H291/NA17 2H291/NA30 2H291/NA35

代理人(译) 山田哲也

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供能够提高可视性的液晶显示元件。解决方案：为阵
列基板2的每个像素4提供反射系统区域42和透射系统区域43.具有与设置
在反射系统区域42中的第二滤色器层34对应的光谱特性的第一滤色器层
13每个像素4设置在阵列基板2的像素电极21和栅极绝缘膜7之间。在反
射系统区域42中，通过由第二滤色器层34透射并通过反射反射的光使图
像显示成为可能。在传输系统区域43中，通过第一滤色器层13从背光53
传输的光使得图像显示成为可能。液晶显示元件1的图像显示可以通过第
一和第二层的光谱特性实现。第二滤色器层13和34.Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/3f4ba2ca-8531-4d62-8af4-d4ee1c6a9563
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/037108033/publication/JP2006301089A?q=JP2006301089A

